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フェスティノツレ

〓
た

一

シ
ル
バ
ー
の
お
助
庁
マ
ン

・
お
宅
で

園
可
た
こ
こ
」
は
、
あ
り
ま
せ

ん
か
。

・
シ
ル
バ
ー
の
真
心
と
知
識
と
経
験
が
満
足

と
安
心
と
美
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
ぜ
ひ
、
い
」近
所
へ
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

・
お
引
受
け
で
き
る
仕
事

①
家
事
援
助
　
　
②
通
院
の
介
助

③
子
ど
も
の
世
話

④
お
話
し
相
手

⑤
除
草
口草
刈
　
　
⑥
植
木
剪
定

⑦
襖
・障
子
張
替
　
③
お
留
守
番

⑨
修
繕
（大
工
・塗
装
な
ど
）

⑩
パ
ソ
コ
ン
出
張
指
導
な
ど

・
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０
４
６
１
２
２
４
１９
５
８
５
き
で

標本市シルバー入材セ秒 ― 巨亜藍≡ト
ーー ここをクリックホームページ検索は
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年
頭
の
あ
い
へ
ら

理
事
長
　
宇
賀
田

治

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
の
「
年
頭
の
あ
い
さ
つ
」
で
は
、
そ
の
年
の
「
干

支
」
に
因
ん
で
、
景
気
が
回
復
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
一〓
」
数
年
来
、
そ
の
祈
り
は
実
る
こ
と
な
く
、
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
は
企
業
が
実
施
し
た
リ
ス
ト
ラ
な

ど
の
構
造
改
革
の

一
巡
に
加
え
、
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
で
あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
円
安
や
株
高
、
個
人
消
費
や
米
国
景
気
の
回
復
な
ど
が
好
材
料
と
な
り
、

主
要
企
業
が
業
績
低
迷
を
脱
す
る
転
換
点
を
迎
え
、
日取
高
益
を
記
録
し
た
会
社

も
あ
り
、
「復
活
と
再
生
」
を
連
想
し
た
昨
年
の
干
支
「
巳
」
に
相
応
し
い
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な

一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
「
中
・長
期
基
本
計
画
の
後
期
計
画
」
の
初

年
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
実
績
は
、

一
般
企
業
の
契
約
額
は
回
復
に
至
ら
ず
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
こ
の

状
況
を
克
服
す
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
広
報
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の

皆
様
の
旺
盛
な
発
想
と
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
「ね
ん
り
ん
特
別
号
」
を
発
行

し
、
会
員
の
皆
様
に
よ
っ
て
、
厚
木
、
相
川
地
区
に
配
付
、
そ
し
て
、
他
の
全
地
区

に
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
な
ど
し
て
、
一
般
の
ご
家
庭
で

の
就
業
の
場
確
保
に
シ
フ
ト
を
置
い
た
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
一

般
家
庭
か
ら
の
受
注
が
大
幅
に
増
加
、
過
去
最
大
の
受
託
件
数
を
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
役
員
人
ム
員
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「午
」
で
、
こ
の
干
支
は
馬
の
よ
う
に
駆
け
巡
り
「
飛
躍
」
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
是
非
こ
の
干
支
「午
」
が
願
い
を
叶
え
て

い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
が
更
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
へ
ら

厚
本
市
長
　
小
林

常
良

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
宇
賀
田
治

理
事
長
を
始
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

平
成

二
十
六
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「自
主
・自
立
、
共
働
主
（助
」
の
基
本
理
念

の
下
、
一昌
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
と
提
供
、
就
業
体
制
の
強
化
、
安
全
就
業
や

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動
の
推
進
等
を
積
極
的
に
展
開
し
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

堅
実
な
事
業
運
営
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
御
尽
力
の
賜
物
と
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎
え
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
ヘ

と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
高
齢
化
率
が
二
十
％
を
超
え
、

市
民
の
五
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
一昌
齢
者
が
地
域
社
会
に
主
体
的
に
参
加
す
る
意
義
は
益
々
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
一雇
用
口就
業
機
会
の
確
保
は
、
一局
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
充

実
や
福
祉
の
増
進
を
図
る
上
で
喫
緊
の
課
題
で
す
。
貴
セ
ン
タ
ー
は
Ｉ
つ
し
た
課

題
に
対
す
る
堅
実
な
実
績
を
有
し
て
お
り
、
今
後
の
活
動
に
改
め
て
御
期
待
を

申
し
上
げ
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
一昴
九
次
総
合
計
画
「あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
「支
え
合
い
、

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
元
気
な
ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
の

一
つ

に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
皆
様
の
積
極
的
な
社
会
参
加
や

地
域
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
就
労
機
会
の
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
始
め
と
す

る
福
祉
施
策
の
よ
り

一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
ユ貝
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
、
こ
の

一
年
が
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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藤
沢
に
住
ん

で
い
る
息
子
は

週
に
１
回
は
訪

ね
て
く
れ
る
し
、

埼

玉

の
娘

夫

婦

の
婿

さ

ん

が
優
し
く
て
私

の
趣
味
の
プ
ロ
野
球
の
チ
ケ
ッ
ト
を
と

っ
て
く
れ
ま
す
。
昔
か
ら
プ
ロ
野
球
が

大
好
き
な
の
で
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
球

場
迄
観
戦
に
行
く
の
は
苦
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

配
分
金
は
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
贔

属
の
チ
ー
ム
の
チ
ケ
ッ
ト
代
や
趣
味
の

本
代
に
使
い
ま
す
。
今
は
書
店
で
取
り

寄
せ
て
も
ら
っ
た
、
渡
辺
雄
二
先
生
の

「
食
べ
る
な
ら
ど
っ
ち

？
」

に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。

「え
―
」
と
思
う
よ
う
な
こ
と
を
知
り
、

読
ん
で
い
て
あ
き
ま
せ
ん
。
週
２
回
の

仕
事
に
出
か
け
元
気
も
長
寿
の
源
で

す
。
会
員
の
皆
様
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

夢
は
２
度
目
の
新
婚
旅
行

野
村
三
キ
子
↑
二
田
）

昭
和

１７
年
生
ま
れ

９
年
前
に
友
人
と
何
か
仕
事
が
あ
れ

ば
い
い
ね
、
と
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
行
き

会
員
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
友
人
も
元

気
で
楽
し
く
続
い
て
い
ま
す
。

以
前
は
梱
包
会
社
の
仕
事
で
し
た
が
、

現
在
は
心
療
内
科
ク
リ
一ラ
ク
の
清
掃

を
１
週
間
交
替
で
２
人
で
受
け
て
い
ま

す
。
２
階
建
て
で
階
段
、
ト
イ
レ
、
玄
関
、

窓
、
食
堂
、
ド
ア
、
絨
毯
掛
け
、
ゴ
ミ
出

し
、
外
回
り
、
他
と
や
る
事
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
が
、
院
長
先
生
は
じ
め
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
い
い
方
達
ば
か
り
な

の
で
、
私
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

心
を
込
め
て
や
っ
て
い
ま
す
。
早
く
か

ら
来
る
患
者
さ
ん
達
も
オ
ハ
ヨ
ー
と
声

を
掛
け
て
下
さ

い
ま
す
。
そ
の

一　
士戸
いか
″
一死
″ヌ

と
笑
顔
の
も
と

に
な
り
ま
す
。

私
は

７２
歳
の

年
女
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
若
い
、

若
い
と

６０
歳
位
に
見
て
く
れ
ま
す
。
あ

え
て
否
定
せ
ず
に
内
心
喜
ん
で
い
ま
す
。

夢
は
い
つ
か
お
父
さ
ん
と
の
ん
び
り
２

度
目
の
新
婚
旅
行
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
も
頑
張
り
ま
す
。
ンヽ
ル
バ
ー

で
仕
事
の
紹
介
を
も
ら
い
仲
間
と
も

楽
し
く
過
ご
せ
て
と
て
も
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
出
会
い
を
生
き
が
い
に

道

嘉

諄

ず

昭
和

１７
年
生
ま
れ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
ま
ず
感

謝
。

「
今
日
は
仕
事
だ
ぞ

！
」
と
緊
張
感
を

持
つ
の
は
、
精
神
衛
生
上
と
て
も
良
い

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
物
管
理
に
約

１０
年
従
事
し
、
そ
の

間
、
多
く
の
方

々
と
出
会
い
、
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昭
和

４８
年
に
厚
木
に
来
ま
し
た
が
、

思
い
起
こ
せ
ば
、
駅
の
階
段
は
木
造
、

高
層
の
建
物
も
な
く
、
文
化
会
館
前

の
道
路
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
川
柳

の
「
マ
イ
ホ
ー
ム
い
つ
か
訪
ね
た
行
楽

地
」
ま
さ
に
そ
ん
な
心
境

で
し
た
。
で

も
子
供
た
ち
に
「ぼ
く
た
ち
の
ふ
る
さ

と
は
厚
木
だ
よ
」
と
い
わ
れ
、
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

「い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
年
に
！
」
と
思

い
な
が
ら
も
、
１
０
３
歳
で
健
在
の
母

が
ひ
孫
た
ち
と
遊
ぶ
笑
顔
を
見
な
が

ら
、
笑
い
の
泉
を
い
っ
ぱ
い
造
っ
て
母
に

あ
や
か
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

趣
味
的
な
も

の

と

い
え

ば

‐２

年

以
上
続

け
て
い
る
歩
く

こ
と
で
す
。
ま

え
は
２
時
間
程

度
の
時
間
が
今
は

４０
分
く
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
街
並
み
や
家
並
み
、
思

い
も
か
け
な
い
お
地
蔵
さ
ん
や
神
社
仏

閣
で
の
参
拝
は
実
に
楽
し
い
も
の
で
す
。

膝
を
痛
め
て
か
ら
は
、
水
泳
も
健
康
作

り
に
加
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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各
委
員
舎
０

活
動
実
績
報
告

今
年
度
は
、
中

・
長
期
基
本
計
画
の

後
期

計

画

（
平
成

２５

年
度

～

２９

年

度
）
の
初
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

２５
年

度
目
標
達
成
に
向
け
た
５
委
員
会

の

活
動
計
画
に
対
す
る
第
３
四
半
期
ま

で
の
実
績
報
告
を
特
集
と
し
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
活
動
委
員
会

委
員
長

菅
枝

稔

①

地
域
班
活
動
の
役
割
の
徹
底
と

し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
活
用
の
継

続
。
（新
規
加
入
者
）

②

繁
忙
期
に
お
け
る
就
業
体
制
の

構

築
の
た
め
、
委
員
会
・班
会
議

を
通
じ
、
趣
旨
説
明
口調
査
方
法

等
を
検
討
。

③

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
実
施

（
１０

月
）

口
公
共
施
設
等
の
除
草
口清
掃
作
業

（８
地
域
班
）

“
受
注
拡
大

人
ム
員
増
強
の
た
め
の

会
報
ロリ
ー
フ
レ
ッ
ト
全
戸
配
付

総
務
委
員
会

　

委
員
長

荻
山
清
治

［会
員
の
増
強
］

①

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
活
用
方
法
の
検

討
口
他
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
活
用
方
法
の
確
立

二
年
輪
特
別
号
ス

の
会
員
募
集

の
掲
載
（広
報
委
員
会
と
連
携
）

②

サ
ロ
ン
・女
子
会
の
内
容
検
討

・他
セ
ン
タ
ー
の
「
女
性
会
員
増
強

作
戦
」
の
誌
上
学
習

口
家
事
援
助
班
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
出
席
（３
回
）

③

既
存
会
員
に
よ
る
体
験
接
遇
マ

ナ
ー
講
話
の
実
施

・総
務
委
員
に
よ
る
講
話
（９
回
）

［
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
］

①

セ
ン
タ
ー
の
社
会
規
範

・倫
理

に
関
す
る
現
状
把
握

②

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
了

互
ア
ル

（案
）
の
作
成

③

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ロホ
ツ
ト
ラ
イ

ン
規
程
（案
）
の
作
成

広
報
委
員
会

　

委
員
長

飯
島
洋
治

【会
報
誌
「ね
ん
り
ん
」
に
つ
い
て
】

①

〈
ム
報

８０
号
の
発
行
（６
月
）

②

△
ム
報

８‐
号
「
特
別
号
」
の
発
行

（
１０
月
）

③

〈
ム
報

８２
号
の
制
作
（
１２
月
）

④

配
付
先
（勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

自
治
会
長
・民
生
委
員
を
追
加
）

⑤

会
員
募
集
、
仕
事
紹
介
を
掲
載

【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
】

①

ＨＰ
の
り
一互
―
ア
ル
（６
月
）

②

認
知
度
ア
ッ
プ
用
ボ
ス
タ
ー
掲
示

（６
月
）

【委
員
会
の
改
善
に
つ
い
て
】

①

プ
Ｒ
ン
ェ
ク
タ
ー
の
活
用

②

電
子
メ
ー
ル
活
用

③

事
前
検
討
で
会
議
の
効
率
化

業
務
開
拓
委
員
会委

員
長

田
中
忠
義

①

職
種
班
設
置

日要
綱
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
管
理

班
」
、
「
公
民
館
管
理
班
」
、
「
家
事

援
助
班
」
を
設
置

口班
会
議
を
開
催
し
、
リ
ー
ダ
ー
選

出・職
種
班
活
性
化
の
検
討

②

ポ
ろ
丁
ィ
ン
グ
事
業
の
受
注
検
討

・南
毛
利
（毛
利
台
地
区
）
、
森
の
里

地
区
チ
ラ
シ
全
戸
配
付
受
注

③

役
員
に
よ
る
民
間
企
業
等

へ
の

定
期
訪
間
の
検
討
実
施

口継
続
契
約
受
こ
亘

覧
の
算
訂

・理
事
及
び
委
員
会
委
員
に
よ
る
訪

間
の
実
施

・次
回
の
定
期
訪
間
の
課
題
整
理

安
全
管
理
委
員
会

委
員
長

古
館
博
士

①

安
全
就
業
基
準
の
推
進

口就
業
先
別
マ

互
ア
ル
の
整
備

②

安
全
指
導
や
講
演
会
の
充
実

・安
全
一互
―
ス
の
発
行

６
月
（熱
中
症
予
防
）

１０
月
（ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

・接
遇
研
修
会
時
（毎
月
１
回
）

既
存
会
員
及
び
入
会
申
込
者

口交
通
安
全
講
習
会
（６
月
）

第
１
回
地
域
班
会
議
時

口応
急
処
置
講
習
会

③

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

・７
月
～

１１
月
計

１１
回
実
施

事
故
件
数

傷
害

３
件
（前
年
比
２
件
減
）

賠
償

４
件
（前
年
比
３
件
減
）

健
康
診
断
受
診
の
啓
発

安
全
口適
正
就
業
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
検
討

⑤ ④
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ね
ん
の
ん

「
特
別
号
」
の
発
行

広
報
委
員
長

飯
島
洋
治

当
委
員
会
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
会
員
向
け
に
発
行
し

て
お
り
ま
し
た
「ね
ん
り
ん
」
を
当
セ
ン

タ
ー
の
広
報
誌
と
し
て
「特
別
号
」
を

制
作
し
、
厚
木
市
内
を
５
、フ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
５
年
計
画
で
全
戸
配
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
厚
木
北
口厚
木
南
・相

川
の
３
地
区
に
お
い
て
、
担
当
地
区
の

会
員
の
皆
様
Ｑ

補
方
を
い
た
だ
き
、
全

戸
配
付
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

一
一
一
一一
一
一

． 一
一．．
一

．
一一
一一
一一一

．
．一
．．一
．一一．一
．．．
一一．．．
．̈
．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．●

一
●
．
一

―

．受
注
拡
大
人
ム
員
増
強
の
た
め
の

会
報
・リ
ー
フ
レ
ッ
ト
全
戸
配
一付
一

昨
年

１０
月
に
各
地
域
班
の
会
員
約

６
０
０
名
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
市

内
の
個
人

・家
庭
に
受
注
拡
大

人
ム
員

増
強
の
た
め
の
会
報

「
ね
ん
り
ん
」
特

別
号
と
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
の
全
戸
配
付
を

実
施
し
ま
し
た
。

全

戸
配
付

の
実
施
に
よ
り
、
平
成

２５
年
度

（４
月
～

＝
月
）
の
受
託
件
数

は
３
４
４
０
件
で
、
個
人
は
２
９
１
８
件
、

前
年
度
対
比
１
１
０
件

（４
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
契
約
金
額
は
２
億
６
千
１
３

１
万
円
で
、
個
人
は
５
千
９
４
３
万
円
、

前
年
度
対
比
６
１
５
万
円
（
１１
・
５
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
効
果
が
表
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
定
期
的
な
普
及

啓
発
活
動
を
と
お
し
て
、
ンヽ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

事
業
実
績
詳
細
８
面
掲
載

一安
全
・適
正
就
業
の
た
め
の
　
　
　
一

・一　
　
　
　
　
ザ
‐‐‐ィ‐‐‐‐，ド‐‐‐‐‐‐ライ
‐‐‐‐‐ン‐‐‐‐‐―検樹
ｉ

現
在
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
業
中
の
事
故
が
増
え
て

い
る
中
で
、
一
部
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
安
全
は
全
て
に
優
先

す
る
」
を
実
践
す
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
規
則
に
違
反
し
た
会
員
に
対
し
「ペ

ナ
ル
ア
ィ
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
安
全

口適
正
就

業
の
た
め
の
適
切
な
指
導
、
助
言
の
徹

底

や

賠

償

事

故

の
会

員

負

担

額

等

の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
安

全

管

理

委

員

会

で
検

討

を

始

め
ま
し
た
。

【
【
ュ

カ
ゼ
は
万
病
の
も
と

昨
年
４
月
か
ら

１２
月
の
事
故
件
数

は
７
件

（傷
害
事
故
３
件
・賠
償
事
故
４

件
）
で
し
た
。
一
昨
年
同
時
期
と
比
較

す
る
と
５
件
減
少
し
、
会
員
の
皆
様
が

日
ご
ろ
か
ら
安
全
就
業
に
心
掛
け
、
就

業
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
結
果
で

す
。さ

て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が

乾
燥
し
、
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
昔
か
ら
『
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
』
と

い
わ
れ
、
中
に
は
重
病
に
い
た
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
や
赤
ち
ゃ
ん
は
い
っ
た
ん
感

染
す
る
と
重
篤
な
合
併
症
、
例
え
ば

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
脳
症
、
肺
炎
を

起
し
た
り
し
て
生
命
に
危
険
を
及
ば

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
油
断
で
き

ま
せ
ん
。

い
っ
た
ん
流
行
す
る
と
急
速
に
広
が

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
す
が
、
例
年

の

感
染
者
数
は
国
内
で
推
定

一
千
万
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
カ
ゼ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
に
は

①

外
出
後
の
う
が
い
・手
洗
い
等

②

適
度
な
湿
度
を
保
つ

③

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事

④

人
混
み
へ
の
外
出
は
控
え
る
か
マ
ス

ク
を
す
る

⑤

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
流

行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

こ
れ

ら
が
有

効
と
言
わ
れ

て
い
ま

す
。も

し
、
カ
ゼ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受

診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（他
人
に
う
つ
さ

な
い

」と
も
大
切
で
す
。
）

今
年
も
健
康
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
安
全
就
業
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蝙
鍼
疱

平成25年度事故事例(4月 ～12月 )

傷害事故

‖1から落下し骨折する。

散地内を横断中、大に噛まれる。

モップの柄が目に当たる。

賠償事故

腱を折る。

ドアノブの電子部分を濡らし壊す。

草と一緒に植木を刈る。

手が滑り障子が落下し、ガラスを害|る。
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一≫
一骰
．藁
一‡
一聰
一ｍ
●
●
●
●
・

一
一
●
（
“
一■
の
第
■
日
曜
日
Ｙ
●
●
一

一今
年
も
各
地
琲
一で
ボ‐ラ
ン
一テ
イ
一ア

シ
ル
バ
ー
の
日
に
、
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
を
高
め
、
社
会
的
に
も
地
域
的
に

も
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
公
共
施
設

の
除
草
や
清
掃
を
行
い
、
今
回
で

１１

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

２５
年
度
は
、
台
風
や
雨
に
悩
ま
さ

れ
、
順
延
や
雨
の
中
で
の
実
施
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
８
地
域
班
で
、
地
域

社
会
と
の
共
生
を
通
し
て
社
会
貢
献

と
受
注
拡
大
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

班
長

寺
西
康
次

平
成

２５
年
ズ
ム
員
の
集
い
」
は

１１
月

３
日
に
「
ビ
ー
ル
エ
場
見
学
と
大
雄
山

最
乗
寺
の
参
拝
」
を
催
行
し
ま
し
た
。

電
車
と
路
線
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
の
日

帰
り
の
旅
で
す
。　
参
加
者

１８
名
が
新

松
田
駅
よ
り
路
線
バ
ス
で
ビ
ー
ル
エ
場

へ
と
向
か
う
。
若
い
女
性
の
案
内
で
見

学
が
進
み
、
お
楽
し
み
の
３
↓
ビ
ー
ル

の
試
飲
タ
イ
ム
で
す
。
案
内
嬢
の
乾
杯

の
音
頭
で
こ
の
日

一
番
の
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

２０
分

・
タ
ン
ブ
ラ
１
３
杯
の

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
の
酒

豪
揃
い
も
時
間
が
少
な
く
２
杯
止
ま

り
。　
お
弁
当
で
く
つ
ろ
い
だ
後
、
バ
ス

で
大
雄
山
最
乗
寺
へ
向
か
う
。
路
線
バ

ス
の
旅
も
た
ま
に
は
い
い
も
の
だ
と
感

じ
る
。
バ
ス
停
か
ら
山
門
ま
で
が
樹
齢

五
百
年

の
杉
並
木
の
長
い
階
段
だ
が

元
気
世
代
の
我
ら
に
は
、
問
題
は
な
い
。

各
人
自
由
に
参
拝
と
境
内
を
散
策
後

帰
路
に
つ
い
た
。
境
内
の
紅
葉
を
期
待

し
た
が
残
念
。
今
回
の
小
さ
な
旅
は
全

て
オ
ン
ロ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
み
幹
事
と

し
て
は
気
楽
な
旅
で
し
た
。

班
長

望
本
文
夫

今
年
の
バ
ス
旅
行
は
東
京
方

面

の
散
策
を
計
画
し
、

１１
月
１５
日
（金
）

２２
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

泉
岳
寺
で
は
赤
穂
浪
士
の
墓
所

で
歴
史
を
探
訪
、
大
勢
の
人
で
ご
っ

た
返
し
て
い
た
築
地
場
外
市
場
と

浅
草

・
仲
見
世
、
そ
し
て
都
会
を
感

じ
さ
せ
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
東
京
ソ
ラ

マ
チ
商
店
街
や
羽
田
国
際
空
港
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。

ま
た
帰
り
に
は
夕
焼
け
に
染
ま

る
富
士
山
を
眺
め
て
の
リ
フ
レ
ン
ン

ュ
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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シ
リ
‐
ズ

‐２
回
目
は
職
種
班
家
事

援
助
の
副
班
長
森
田
ユ
キ
子
さ
ん
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【き
っ
か
け
】

定
年
退
職
を
き
っ
か
け
に
、
先
々
お

世
話
に
な
る
こ
と
を
考
え
介
護
の
仕

事
を
少
し
は
じ
め
ま
し
た
が
、
家
庭
の

事
情
で
断
念
し
ま
し
た
。
体
力
が
あ
る

う
ち
に
人
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
思
い

か
ら
に
入
会
し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

【仕
事
の
内
容
】

他
人
様
の
お
宅
に
入
る
こ
と
に
不
安

い
っ
ぱ
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
際
に
お
住
い
の
お
宅

一
軒
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
広
い
お
屋

敷
で
、

９９
歳
の
高
齢
で
あ
る
お
母
様

と
娘
さ
ん
親
子
で
お
住
ま
い
で
す
。

週

一
回
、
水
曜
日
午
前
中
３
時
間
の

清
掃
で
す
。
一
一階
建
て
の
母
屋
全
室
と
、

水
回
り
、
窓
ふ
き
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

細
か
い
と
こ
ろ
、
全
体
の
清
掃
で
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
母
様
の
何
気
な
い

一
言
「
あ
り
が

と
う
、
い
」
苦
労
様
Ｌ
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
Ｌ
今
日
の
洋
服
と
て
も
お
似
合

ね
Ｌ
来
週
待
っ
て
い
る
ね
」
な
ど
ぬ
く

も
り
あ
る
言
葉
を
必
ず
か
け
て
く
だ

さ
り
、

９９
歳
で
亡
く
な
っ
た
実
母
の
面

影
と
相
ま
っ
て

疲

れ

も

癒

さ

れ
ま
す
。

自

分

の

仕

事

に
誇

り

を

も
っ
て
接
す
る

こ
と
で
信
頼
さ

れ
て
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も
心
の
優
し
い
年
輪

を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
見
本
に
し
て
、

自
分
磨
き
に
努
め
て
い
ま
す

‥
・と
微

笑
ん
で
い
ま
し
た
。

【
生
き
生
き
と
】

毎
月
の
配
分
金
で
食
事
会
を
し
た
り

日
帰
り
旅
行
に
行
っ
た
り
、
楽
し
ん
で

い
ま
す
、
体
力
つ
く
り
も
大
切
な
の
で
、

ト
レ
ー
一
ラ
グ
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材
後
記
】

物
腰
の
優
し
さ
が
に
じ
み
で
て
い
る

森

田
さ
ん
、
い
」
主
人
様
を
支
え
寄
り

添
い
な
が
ら
、
一
般
の
仕
事
も
受
け
持

ち
、
細
い
体
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
い
し
く
作
れ
る
チ
ャ
ー
ハ
ン

投
稿
者
　
一呂
野
さ
ん

（
ま
つ
か
げ
台
）

●

作
り
方

①
温
か
い
ご
飯
を
用
意
す
る
。

②
卵
を
器
暉
本
れ
、
主
藝
ぞ
解
き
ほ
ぐ
す
。

③
し
ょ
つ
ゆ
省

じ
ψ
も
里
日ｔ
て
お
く
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
「
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

１
」
と
「に
ん
に
く
」
を
入
れ
、
弱
火

に
か
け
、
１
分
ほ
ど
炒
め
る
。

⑤
弱
火
で
フ
フ
イ
パ
ン
に
と
き
卵
を
加

え
、
す
ぐ
に
コ
」飯
」
と
「焼
き
豚
」
を

加
え
て
、
木
べ
ら
で
混
ぜ
る
。

⑥
ご
は
ん
の
か
た
ま
り
を
ほ
ぐ
し
な
が

ら
、
２
分
ほ
ど
炒
め
る
。

⑦
塩
ひ
と
つ
ま
み
、
こ
し
き
つ
少
々
（ひ

と
ふ
り
）
を
加
え
、
強
火
に
し
、

３０

秒
ほ
ど
炒
め
る
。

③
し
き
つ
ゆ
小
さ
じ
崚
を
フ
フ
イ
パ
ン

の
ふ
ち
か
ら
回
し
入
れ
、
す
ぐ
に
火

を
と
め
て
、
混
ぜ
る
。

⑨
ね
ぎ
を
加
え
て
で
き
あ
が
り
。

●

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

①
料
理
を
は
じ
め
る
と
手
が
離
せ
な

く
な
る
の
で
、
必
要
な
も
の
は
、
フ

ラ
イ
パ
ン
の
ま
わ
り
に
用
〓日ｔ
て
お
く
。

②
家
庭
の
火
力
は
弱
い
の
で
、
フ
ラ
イ

パ
ン
を
持
ち
上
げ
ず
、
コ
ン
ロ
に
置
い

た
ま
ま
炒
め
る
。

③
し
ょ
つ
ゆ
は
直
接

ご
は
ん
に
か
け
ず

フ
ラ
イ
パ
ン
の
面

に
ふ
れ
さ
せ
る
こ

と
で
香
り
が
際
立

ち
ま
す
。

投
稿
写
真
の
中
よ
り
上
荻
野
の
斉

木
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ご
投
稿

あ
り
が
と

つヽ
ご
ざ
ヽ
い

ま
し
た
。

投
稿
い
た

だ
い
た
作

品
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
・ジ

に
全
て
掲

載
い
た
し

ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法

メ
ー
ル
又
は
電
子
媒
体
で

締
め
切
り

４
月

‐。
日
（木
）

メ
ー
ル

ｏ
８
８
汁〓
”
一８
◎
ユ
ｏ
・３
号

●

材

料
（１
人
分
）

・薄
切
り
焼
き
豚

‥
‥
‥
‥
４

・に
ん
に
く
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・
１
片

コ
万
能
ね
ぎ

（小
ね
ぎ
）
‥
‥
２
本

凛卵

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
１
個

口ご
は
ん
Ｇ
皿
か
い
も
の
Ｙ
‥
‥
ロ

ロ
〓
茶
碗
に
多
目
１
杯
分

・塩
‥
‥
‥
‥
ｌ
ｌ
・
ひ
と
つ
ま
み

・こ
し
ょ
つ
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・
少
々

・し
き
っ
ゆ
‥
‥
‥
‥

小
さ
じ

崚

ロサ
ラ
ダ
油
〓
‥
‥
コ
大

さ
じ
１
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○
第
４
回
理
事
会

（９
月

２７
日
）

審
議
事
項
「
平
成

２６
年
度
予
算
編

成
方
針
」
と
「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
の

２
件
が
議
題
と
な
り
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
、
「
平
成

２５
年
度
職
務
執

行
状
況
」
と
「
平
成

２５
年
度
委
員
会
進

捗
状
況
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
第
１
回
応
急
処
置
講
習
会

実
施
日

平
成

２５
年
９
月

１３
日
（金
）

場
　
所

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
内

内
　
容

Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
等
救
命
講
習

参
加
人
数
　
１６
名

○
「シ
ル
バ
ー
の
日
」

実
施
日

平
成

２５
年

１０
月
下
旬

場
　
所

各
地
域
班

内
　
容

公
共
施
設
の
除
草
・清
掃

〈
至
ψ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付

○
第
２
回
応
急
処
置
講
習
会

実
施
日

平
成

２６
年
１
月

２４
日
（金
）

場
　
所

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

内
　
容

Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
等
救
命
講
習

募
集
人
数
　
２０
名
程
度

講
習
会
の
申
込
み
は
事
務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
２
２
４
）
９
５
８
５

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る
た
め
、
会

費
３
千
円
を
毎
事
業
年
度

（
４
月
～
３

月
）
６
月
末
ま
で
に
納
入
す
る
も
の
と

定
め
て
い
ま
す
。

平
成

２６
年
度
も
引
き
続
き
、
正
会

員
を
継
続
さ
れ
る
場
合
、
就
業
会
員

は
３
月
分
の
配
分
金
か
ら
控
除
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
現
金

で
納

入
を
希
望

又
は

未
就
業
の
会
員
は
「
４
月
１
日
以
降
」
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
６
月
ま
で
に
退
会
届
を

提
出
す
れ
ば
会
費

の
支
払
い
が
必
要

な
い
と
勘
違
い
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

４
月
に
入
る
と
保
険
料
や
配
付
物
等

で
経
費
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
退
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
必
ず
３
月
末
ま

で
」
に
、
セ
ン
タ
ー
所
定

の
「
退
会
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

や
む
を
得
ず
３
月
中
に
提
出
で
き

な
い
方
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後

記

　

　

　

　

　

・―

●

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
も
、
恒
例

の
「と
し
女
口と
し
男
」
を
特
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
星
見
く
だ
さ
い

‐‐‐
。
・ま

た
、
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
「
わ
が
家

の
簡
単
レ
シ
ピ
」
と
「
投
稿
写
真
」
を

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
役
に
．

立
て
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
一

・

本
年
も
取
材

・
投
稿
に
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ず

受 託 件 数     3,440件
(3,323件 )

就業延人員     62,182人

就 業 率     61,:11))蚤
(89。 14)箭

下l「Tl t州脳朧ミ

平
成
２５
年
度
事
業
実
績

（４
月
～

１１
月
）

辣
嶼
薇
鰊
蝙
鶉
鰺
蝙
癬
釉
貶
晰
畿
祓
憔
鼈
鰈
醸
難
賤
警

・・Ｌ聟
脩
鷺
が
ゑ
冒
腱
幅
錨
慶
対
Ｌ

出
欠
席
磐
黒
Ｔ
必
ゴ
製
Ｆ
≡
じ
ょ
２

な
れ
今
回

各
地
駆
班
の
自
主
的
な
開
催
を
考
慮
Ｌ

事
務
亘
暫
員
の
出
席
詈
量
貝
任
憲
蔦

平成25年度第2回地域班会議日程表

2月 10日 (月 )13時 30分 森の里1丁目自治会

2月 12日 (水 )10時 00分

2月 12日 (水 )13時 30分

2月 13日 (木 )13時 30分

2月 13日 (木 )13時 30分 緑ヶ丘公民館

2月 14日 (金 )10時 00分

2月 14日 (金 )13時 30分

2月 17日 (月 )13時 30分

2月 17日 (月 )13時 30分

2月 18日 (火 )13時 30分

2月 18日 (火 )13時 30分

2月 19日 (水 )13時 30分

2月 19日 (水 )13時 30分

2月 20日 (木 )13時 30分

2月 20日 (木 )13時 30分

2月 21日 (金 )13時 30分

2月 21日 (金 )13時 30分

平
成
２５
年
分

「配
分
金
支
払
証
略

書
」
を
１
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
き

す
の
で
、
確
定
申
告

・
市
県
民
税
申

告
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

この会報は地域班長・グループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。


